
 

令和４年度第１回 

福島県独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構運営協議会 

開催概要 

 

１ 開催日時  令和４年８月４日（木） １３：３０～１５：００ 

 

２ 開催場所  福島職業能力開発促進センター 教室棟イベントホール 

 

３ 主な議題 

・令和３年度事業実施状況及び令和４年度事業計画等について 

・施設部会について 

 

４ 協議内容 

資料に沿って事務局から説明が行なわれた後、意見交換が行われた。 

主な意見は以下のとおり。 

 

（離職者訓練について） 

 

・離職者訓練修了者の就職率や正社員就職率は非常に高いが、求人企業と求職

者のミスマッチが発生しないよう努めていただきたい。 

・人手不足に苦しむ地元企業にとって、技能を習得したポリテクセンター修了者と

のマッチングは絶好の機会と思われるので、新規の求人企業開拓も積極的に行わ

れたい。 

 

・最近の若い方は就職してもすぐに辞めてしまう傾向にある。ポリテクセンターでは

ビジネススキル付き講習も行っておられるが、当該講習修了者の就職後の定着状

況にも注視されたい。 

 

・訓練受講者の年齢層が高まりつつあるなど、時代を背景とした受講者の変化や社

会ニーズなどを踏まえ、訓練カリキュラムを機動的に見直していくことも肝要である

と考える。 

 

（職業訓練指導員の人材育成について） 

 

・時代に則した、現場で必要とされる人材を送り出すことができるような職業訓練を

行うためには、職業訓練指導員も常に新しい技能を教えられるよう育成が必要と考

える。 

 

（事業主支援業務について） 

 

・日本の労働生産性は先進国の中では下位に低迷している。また、国内を見てみ

ると、福島県の水準は他の都道府県に比べて低い。生産性向上には経営者の意

識改革が必要不可欠であり、経営者クラスが生産性向上やＤＸの必要性を理解す

ることや生産性向上の手法を学ぶことが、より効率的に企業の生産性を向上させる

ことができると考えるので、生産性向上支援訓練に取り入れていただきたい。 



 

 

令和４年度 運営協議会委員名簿 

区分 氏名 所属及び職名 

学識経験者 

（４名） 

 

 

岩井 秀樹 国立大学法人福島大学 経営経済学類 教授 

松﨑 浩司 公益財団法人福島県産業振興センター 理事長 

小林 清美 一般財団法人福島県婦人団体連合会 会長 

安斎 康史 株式会社福島民報社 編集局長 

労働者代表 

（２名） 

澤田 精一 日本労働組合総連合会福島県連合会 会長 

紺野 信昭 自動車総連 福島地方協議会 副議長 

中小企業等代表 

（３名） 

石本  健 福島県商工会連合会 専務理事 

久保木光治 福島県中小企業団体中央会 事務局長 

安達 和久 福島県商工会議所連合会 常任幹事 

行政機関 

（３名） 

 

武田 直也 厚生労働省福島労働局  職業安定部長 

長尾 憲宏 福島県商工労働部 産業人材育成課長    

清野  浩 福島市商工観光部 次長 

 


